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　　　 PM の 目本化 の
一

考察

AThought 　 on 　
‘‘

Japanization　 of 　PM
”

シ ン ク リエ イ ト

　　岩 下 　幸功

概要

プ ロ ジ ェ ク トマ ネ ジメ ン トの 知識体系が 日本 に入 っ て きて 20 年近 くになる 。 それ を 日本

で はプ ロ グ ラム マ ネジ メ ン トへ 拡張 し 、P2M（Project ＆ Program　Management）として発信 し

て い る。こ の 間、多 くの 分野 で 外来知識 （主に PMBOK）を反芻咀嚼 し、実践改善を重 ね て きた

の で 、こ れ か ら本格的な 「PM の 日本化」 の フ ェ
ーズ に入 っ て い く と考え られ る 。 そ の

一
考

察を試み る。

キ
ー

ワ
ー

ド ：PM の 日本化 、和魂諸才、デ ュ ア ル モ ー ド、守破離モ デル 、プ ロ ジ ェ ク トダイ

ナ ミク ス マ ネジ メ ン ト

Abstract

　It　has　been　almost 　20　years　that 　the 　knowledge　of 　Project　Management　was 　introduced

to　Japan．　 And　itwas　enhanced 　to　P2M　（Project ＆Program　Management），　 After 　these 　enough

examinations 　of 　the 　Foreign 　Knowledge　（mainly 　PMBOK），　it　is　expected 　that 　it　will

enter 　the　phase　of 　real 　
”
Japanization　of 　PM

”
　in　the 　future．　I　tried 　¢ onsideration

of 　 it．

Keywords　： Japanization　of 　PM，　Japanese　Spirit　and 　Global　Knowledge，　Dua1− mode ，

Shu−Ha−Ri，　Project　Dynamics　Management

1 ．文化 と文明

　文化 と文 明と い う書葉が ある。そ し て 「企業文化」、
「組織文化」 とい う言 い 方 をす るが、

「企業文 明」、
「組織文 明」 とい う言 い 方は しない 。こ の 違い は何で あろ うか ？

  文化 （Culture）とは ：

・原義は 「耕す」 「都 市 （城）を築 く」 とい う意 味

・人類 が生み だ した も の 全て 、特 に都市が生 みだ した もの

・衣食住をは じめ技術 ・学問 ・芸術 ・道徳 ・宗教 ・政治など生活様 式一
般。

・人間の 精神的生 活に か か わ る もの 、思想 ・道徳 ・芸術 などの 精神 的所産

・どちらか と言え ば、無形、精神 的な もの で 、ソ フ トウエ ア側 を指す

  文明 （civilization ）とは ：

・原義は 「都市化」 とい う意味
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・技術 の 発展 の こ と、特に建築の 技術が象徴的で ある

・技術 の 向上 に よ っ て もた らされ た道具 や機械 、 さ らにはイ ン フ ラ等

・文化の 中で優越 したもの が、他の 文化 にまで影響を与える よ うに なっ た もの

・どち らか と言えば 、有形 、物質的な もの で 、ハ
ー

ドウエ ア 側 を指す

　文化 とは 、地域で 暮 らす

人 々 の 間で 生 まれ た 、土地

特有 の 生活様式 （生活 の 仕

方や行動の 仕方）の こ とで

あ り、それ に は、生 き方、

習慣、技術、科学、思 想、

宗教、芸術、法律 、政治制

度そ の 他で あ り、料理 も、

育児も 、 教育も 、 遊戯も 、

排泄 も、そ の あ り方の す べ

て を含む。従 っ て 、地域 に

根差 した民族の ア イデ ン

テ ィ テ ィ にか か わ る、内面

的な もの で あ り、特定の 集

団にお い て の み通用す る

特殊なもの で ある 、 不合理

で 、普遍性 を持 たない 、民

族 の ソ フ トの 遺伝子 とい

うべ きもの で ある。 （注 ：

中国語 の 「文化 」 とは 「文

徳 で 民 を教化す る 」 とい う意 味で 、Culture とは異なる）

　一方文明 とは 、元 々 固有 の 文化で あっ た もの が 、他の 文化 に 浸透 し た もの で ある。例え

ば技術 がそ うで あ る 。 鉄 を利用する生産 技術 ・加 工 技術 ・利用技術は文化 の 違い を超 え て

普及 し、「鉄文 明 」 を形成 した。こ の 技術 には、統治 の た め の 制度やそ の 運用方法 （例えば

律令制や資本主義の シ ス テ ム 、etc ）なども含ん で い る。その 時代の 支配的な文化 の こ とで 、

文化的なアイ デ ン テ ィ テ ィ の 最上位 の 概念 と言え る 。

　先ず文化が あり、そ の 中か ら突出 した 要素 （例 えば、技術や制度等）が、文化的な枠組

み を超 え て 、他 の 文化に普及 し た もの が 文 明で あ る。別 な言い 方 をすれ ば、 ロ
ー

カ ル な も

の が 文化で 、そ の 中で グロ
ーバ ル 化 した も の が文 明 と言え る 。 そ の 意味で 、 現代は アメ リ

カ文明で あ り、資本主義文明 とい う表現は許 され るだ ろ う。翻 っ て 日本は、 日本文明で は

な く 日本 文化で あろ う。 同様 に企 業も組織 も ロ
ー

カ ル に閉じて い る範 囲で は 、「企 業文化」

文 化 vs ．文 明

…轗 禦…1鞠 匕鱒麹 繕 1弩；ii鬟，

二識 ；
’
ぷ ；1，≧ 涛 脚「扁腸・昭鮮映遅＿　西囎、醤四

響 箕i糊 i饑 鋤哮謬聯 鷺 il｛｛羹
原義は 「耕す 」　 「都市 （城） を築 く」 原義 は 「都市化 亅

人類 が 生 み だ し た もの 全 て 都市化 だ とか 技術 の 発展 の こ と

特 に 都市 が生 み だ した も の 特 に 建築の 技 術 が 象徴 的

生 活 様 式
一

般 道 具 ・イ ン フ ラ

無 形、精 神 的 な もの 有形、物質的 な もの

ソ フ トウエ ア 側 ハ
ー

ド ウエ ア 側

そ の 国だ け に 留ま る 世界中の 国 に 広 が る

ロ
ー

カ ル （継承） グロ
ーバ ル （伝播）

心の 愛の 満 足 で あ る 心 の 煩 悩 の 満足 で あ る

固 有の ア イ デ ン テ ィ テ ィ 汎 用 の ア イ デ ン テ ィ テ ィ

小 区 分 大 区 分

応用 理 論

不合理 なもの 合理的なもの

ア
ー

ト サ イ エ ン ス

特殊な もの 普遍 的

継承 変化 革命的変化

文 化 財 文 明財

永 久 存在 で あ る。 や が て 消滅 し て しま う
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「組織文化 」 と い う表現で よ い こ とにな る 。

2 ．日本企 業 と欧米企 業

　歴 史的、地理 的背景を基に、各地 に 固有 の 文化

が生 まれ る。従 っ て 、それ らは基本的に ロ
ー

カ ル

ア イデン テ ィ テ ィ を表出する もの で あ る。日本文

化 と欧米文化を対比 して みて も大 きな違い が あ

る こ とが分か る 。 狩 猟民族 の 欧米 に対 し、農耕民

族の 日本。
一

神教 と多神教、キ リス ト教文化 と儒

教 ・仏教文化、多民族 と単
一

民族な ど欧米文 化 と

日本 文化 に つ い て は い ろ い ろ興味ある対比 が で

きる。

　文化的背景の 違い か ら、日本企業 の マ ネジメ ン

トと欧米企 業 の それ とを比較 してみ る 。 日本企業

は 「文化 」 指向で あ り、欧米企業 は 「文明」 指向

で あ る、それ も意図 した文明指向で あ る と い うこ とが分 か る 。

　今後、「文化 」 と 「文 明 」 の 棲み分 けは どの よ うに推移 し て い くで あろ うか。　
一

極集中

の 文明に 収斂する の か 、多様 な文化に基 づ く多極分散に な るの か、　 それ と も、文 明 と文

化 併存の 統合分散に なる の か。　 恐 ら く、第 3 の 道だ と予想す るが 、そ の 場合はそ の バ ラ

ン ス が重要 だ と考 える 。

　何 を残 し、何を捨て るか、そ し て 何を文明と して 発信す るか 。 プ ロ ダク トか 、サ
ービ ス

か 、それ と もライ フ ス タイ ル か、はた また マ ネジ メ ン トか
…　 　 ？　 「文化」 と 「文明」

い ずれが 優位か とい うこ とで は な く、その バ ラン ス は、「PM の 日本化」 を議論する上 で 、押

さえてお く べ きポイ ン トだ と考え る 。

日本企 業 vs ．欧米企 業

　 　 　 　 　 　 弧 　 　
’

1：1…麟 蝋 41
　　　　　　　　　　匸ρ内

鐡難轗 難 iiミ1嚥 …

文 化 （Culture ）指 向 文 明 （Civilizati。n ＞指向

国 内標準 国 際 標 準

集団主 義 個人 主 義

ボ トム ア ッ プ トツ プ ダ ウン

垂 直統合 永平分業

協業指 向 分業指向

擦 り合わせ 組 み合 わ せ

守破離 PDCA

（P2M） （PMBOK〆PRINCE2）

3 ，PM の 日本化

　プ ロ ジ ェ ク トマ ネ ジメ ン ト知識体系が 日本 に入 っ て きて 20 年近 くになる。それを 日本で

は プ ロ グ ラ ム マ ネジ メ ン トへ 拡張 し、P2M（Project ＆ Program　Management）と し て 発信 して

い る 。
こ の 間 、 多くの 分野で 外 来 知識 （主 に米国 PMBOK ）を反芻咀 嚼 し、実践改善を重ね て

きた の で 、こ れ か ら本格的な 「PM の 日本化」 の フ ェ
ーズ に入 っ て い くと考え られ る。

3．1　和魂諸才

　 日本 の 文化史で 特徴的な和魂諸才 （和魂漢才 ・和魂洋才 ・和魂米才）は、 日本人 が生存に

か か わる海外 か らの 強 い イ ン パ ク トを受け、ア イデ ン テ ィ テ ィ が揺 らい だ ときに創 られ、

自律性 を回復す る の に役立 っ た とい われ る 。

　和魂諸才 （Japanese　Spirit　 and 　Global 　Knowledge ）とは、日本固有の 精神 を失 うこ とな

く 、 外 来 の 学問 を身 に付 け るこ とを意味す る。古 くは平安時代 に漢 才（Chinese　Knowledge）
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を導入 し、仮名文化や武 士道精神 へ と昇華 させ た。明治維新で は洋才 （Western 　Knowledge＞

を導入 し、日本 の 近代化 を成 し遂 げた 。 直近 で は 米 才（American　Knowledge）を 導入 し、戦

後復興を 図る と ともに 、
グ ロ ーバ リズ ム に対応 して きた。海外か らの 先進的な学問や シ ス

テ ム な ど の 導入 に際 し て 、その まま受け入 れ る の では な く 、 他国の 思想 の エ キ ス を栄養に

し、自国に溜ま っ た不 用 な カ ス を棄て て 、取捨選択 しなが らイ ン テ グ レ
ー

シ ョ ン を繰 り返

し、模倣か ら脱 し て独 自の もの を作 り上 げ、「日本化」 して きた とい う歴史で ある 。 終わ り

の ない プ ロ セ ス 遂行 を通 し て 、知識 を咀 嚼反 芻 し、実践改善を重ね 、結果 と し て の 新た な

知恵認識 を獲得する とい う方法 は 和魂の本質 と言 え る 。

　3．2 デ ュ ア ル モ
ー

ド

　 「目本化」 の 方法 と し て は、歴史に学

ぶべ き もの が あ る 。 仮名 （ひ らがな）文

化の 発明で ある。中国か ら漢字を輸入 し

た が、それを咀 嚼 し て大和風の 柔らか い

仮名 （ひ らが な）を発 明した 。しか し 「仮

名」 が発明 され て も 「真名 （漢字〉」 は 捨

て な か っ た。訓読みが 可能にな っ て も 尚、

音読みを採用 し続 け、音訓両用で 更に 高

み の 文化 を創造 して きた とい う歴史で あ

P鑪の H本化

デ ュ ア ル モ ー
ド

欧

米

流

蹴
nv鼎増

　
騨襯  甲幅eWt鱒貸鱒脚・聯  欄．岬牌欄一糊棉》

《 一一牌＿＿＿＿＿＿幽輔＿＿濕 ＿＿＿．胃＿＿＿
鎚

本

流

躍

る。こ の こ とは、神道 と仏教共 存の 「神仏習合」 も、明治近代化 の 「禅か ら哲学 へ 」 の 接

近 も同 じ文脈で ある。

　そ れ は 「デ ュ ア ル モ
ー

ド（重奏 モ
ー

ド〉」 と表現 で き る 。
「ダブル モ

ー
ド（並立 モ

ー
ド）」 と

い うこ とも考 え られ るが 、意味合 い が 異なる 。
「ダブル 」 とい うと、並び立 っ 二者 が二 重 の

状態に な っ て は い るもの の 、その 二者 の 間に相互 に作用す るよ うな関係 が認め られ な い 。

「デ ュ ア ル 」 は ど うか と い うと 、
二 者が相互 作用 しあっ て い る、イ ン タラクテ ィ ブな関係

に ある とい うこ とで ある 。
二 つ の こ とを分けて別 々 に使 うの で は なくて 、ふ た つ を時宜 と

目的 と感覚に よ っ て 使い 分けた 。武蔵 の 二 刀 流の よ うなイ メ
ージで あ る 。

　こ の 考え方に照 らす と、日本の PM は 「ダブ ル モ
ー ド」 の 状態か 、「デ ュ ア ル モ

ー
ド」 の

状態か ？　 実態は 未だ前者 の よ うに考える。「欧米的なも の を導入 し たが 、消化不 良で あ

る ！」、逆 に 「日本的な良 さを、見失 っ て し ま っ た ！」 「中途半端な取 り組 みで 、 お茶 を濁

し て い る ！」 とい う状態で はな い だろ うか ？　 したが っ て 、更に 「日本化」 して い くた め

には 、真名 （漢字）に対 し て 仮名が発 明した よ うに 、 日本 の 文化に深 く根差 し、使い やす

く 、 日本の 強み を発現で きる もの に進化 させ る必要が ある と考える 。 日本 古来 の 「守破離」

とい う表現 を借 りるな ら、「守」 の 状態 か ら、「破」 ま たは 「離」 へ と脱皮 させ て い くとい

う主 旨で あ る。

3．3　守破離
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　 目本文化 を形作る元

で ある知識 の 伝承、即

ち教育 の 原 点は 「守破

離」の 思想で あ る 。
「守

破離」 とは修行の 段 階

をあ らわす教えで、600

年前に能 の 世阿弥が

「風姿花伝」 （「花伝

書」）の なか で展開 した。

指導者か ら何か を学び

始め て か ら、ひ とり立

ち して い くま で には、

守 ・破 ・離 とい う順に段階を進 ん で い く。 ど の 道に も型 とい うも の が ある 。 型 は昔か ら代 々

受 け継がれ て きて い るが 、 少 しず つ 工 夫が加わ っ て、次第に良い もの だ けが残 されて きて

い る 。 受け継がれた物を守 り、時代合わな くな っ た物を捨て 去 り、新 しく独 自の 工夫を加

え、それまで の 型を越 える。師に教 え られ て 、師に止 ま っ て い るよ うで は発展は ない 。後

継者と し て の 存在価値は ない
。 師を しの ぎ 、 伝統を越え、親 を超越 して 、よ り高い 次元に

発 展 成長 し て こ そ進歩が あ る。そ の こ と を通 じ て 自己 実現 も可 能に な る。「守破離」 とはそ

の 意味 の 言葉 で あ る 。

一
つ の 物事を通 じて 、 生 き様や真理 の 追究を体現す る こ とや 自己 実

現 の 修練 を行 う、日本 にお ける価値観 ・哲学とも言われる。日本人の DNA ともい うべ きも

の で ある。これは武芸の 世界だ けの 教え で はない 。 学問 も経営も技術 もすべ て にあてはま

る 。 日本人の 生 き方に とっ て大事なこ とである 。

3．4 守破離モ デル

守破離

1鑼講嚢纛i攤攤i難撲潔灘 i妻1灘 1鞴 1購韜 灘韈 灘lii糖蒲鄲軸砂嬲
爵嬲糖鰯冊羶馳飾節蹟萌憾駐騨穿靴

下手 上 手 名 人

習い （倣 い ）覚え る 自己流 を試 す 形 に捉 われ ない

型 を 守 り型 を 覚え る 自分 の 型 を模索す る 新 た な型 を創造す る

決 め られ た こ とを守 る 自分 な りの 工 夫 をす る 独 自の 境 地 を拓 く

セ オ リー通 りに や る セ オ リ
ー

に逆 ら う セ オ リ
ー

をみ つ ける

フ レ
ー

ム ワ
ー

ク に 頼 る フ レ ーム ワ
ーク と対 比 す る フ レ

ー
ム ワ

ー
ク を持 つ

指導育成 試 行錯誤 自 由闊 達

訓練学習 創意 工 夫 統合編集

計 画 実行 計画 改善 計画立 案

　多くの 場合、「守」 「破」 「離」 は、別 々 の 次元

の 概念 として理解 され るが、筆者は 「守破離」

は む し ろ
一

体とな っ た 「価値創出エ ン ジン 」 と

して 捉 えた い
。 それ を 「守破離モ デル 」 と して

表す と図の よ うになる。「守」 「破」 「離」 が密接

に リン ク し、重奏 しなが ら 「破」 及び 「離」 で

価値創出が なされ る とい う考え方 である 。

　 こ れ をビ ジネ ス シ ー
ン に置 き換 え て みると、

既知 の セ オ リ
ー

や 外部フ レ
ー

ム ワ
ー

ク に頼っ て

い る内は 「守i の 段 階で 、 与えられ た もの （計

画 ・目標） を実行 して い るに過 ぎない 。これ を

試行錯誤 し、創意工 夫を加 える の が改善活動 で

あ り 「破」 の 段階で ある。更に、独 自の セ オ リ
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一や フ レ
ーム ワ

ー
ク を創造 し、自在に操 り、独 自の 価値 を創出で きる よ うにな るの が 「離」

の 状態で あ る。部下 の 指導育成に お い て も、「今は 守 ・破 ・離の い ずれの 段 階に あ る の か 」

を見極 めな が ら対処 して い けば 、適切 な コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン が図れ る 。 逆に 、 部下か らの

「破離」 にお け る価値創 出 に敏感 に反 応 し、チ
ーム 及 び組織 として の 「守破離」 に統合す

る マ ネジ メ ン トが 重要に なる。 これは 日本的なマ ネ ジ メ ン トの エ ッ セ ン ス で あ ると考える。

日本 で は武芸 に限 らず、多くの分野で 「道」 の
…
字が加 え られ る。また 「職人芸 」 や 「匠

の 技 」 とい う表現が強調 され る。 こ れ は 日本人 の 行動様式 として、日々 の 活動 の 裏で 「守

破離モ デル 」 を回 し、無意識 の 自己実現 へ の思い が貫か られて い る か らで あろ う。

4 ．PDCAと守破離

　欧米企業 の経営管理 の 仕組

み と思想の 中心 にあ る計画組

織化 「PDCA」 と 日本人 の 行動

様式 の 中心 にある 「守破離」

の 比 較 を行 う。

　PDCA とは、目標 に よる管理

の こ とで あ り、計画 （plan ）に

よる他者管理 の フ レーム ワ ー

ク で あ る。それ は トッ プダウ

ン に よる 「や らせ る文化 」 と

い え る。価値創造 を計画 に よ

っ て 行 う、「入 口 の イ ノ ベ ー
シ

ョ ン 」 とい える 。 従 っ て 、合

理性や分析 力が 問われ 、計画

に適合 し成果を出す こ とが求

められる。経営計画や戦略立

案の プ ロ セ ス と個 々 人の 業績

管理 の プ ロ セ ス が整備 され、企業 目標 の ブ レーク ダウン と進捗管理 に よるマ ネジ メ ン トが

中心 に なる。

　
一

方 、守破離 とは、思 い に よる管理 の こ と で あ り 、 試行 錯誤 と創意工 夫に よる 自己実現

の フ レ ーム ワー
クである。それはボ トム ア ッ プ に よ る 「や り気 の 文化」 で ある。価値創造

を 「破離」 に よ っ て 行 う、 結果 と して の 「出口 の イ ノ ベ ー
シ ョ ン 」 になる 。

一
人ひ と りが

夢や ビ ジ ョ ン 、それ らを達成するための プ ロ セ ス や挑戦 などを考え なが ら、新 し い 価値を

創 出して い く。こ の よ うな組織活動の 前提条件 として の 個の 主体性 が重 視され る。そ の 上

で 独 立 した個が他者 とど の よ うな創造的な関係 を結 べ るか を考えるよ うに促す 。
つ ま りは

「場 の 管理 に よ るマ ネジ メ ン トが 重要視 され る。
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5 ．Project　 Dynamics　 Management

以上の 考察か ら、「私流 PM、 日本流 PM」 と して 、
　Project　Dynamics 　Management （PDM）を

提案す る。

5．1 合理

　合 理 の フ レ ー

ム ワ ー ク と は 、

PDCA に よ る管理

で ある 。 組織全体

へ の 貢 献 を 目指

して 、個々 人 が自

主 的 に 目標 を持

ち、自らそ の プ ロ

セ ス を 管 理 す る

こ とで、働 き 甲斐

を見 出 しなが ら、

同 時 に 企 業 の 成

果 を達 成 で き る

と い うこ と で 、

甲
…

…
卩卩卩ll
や

Project　I）ynamics 　Management

　　　　 合理 ＋情理

　 　 　 　 馨のあるビジ 冒 ンの構簗

　 　 　 　 循熱に喪打ちされた目鯲 定

　 　 　 　 目傑へ の コ ミ ッ トメン ト

モヂ ペ ーシ a ンの向上
主辟 的な知 の 遺獺

仲鬧葱 の つ なが り

阜脚ヒ噛

鹵

MBO （Management 　by　Objective）が提唱 され た。欧米流 PM（PMBOK 等）の フ レ
ーム ワ

ー
ク の べ

一ス となっ て い る。 し か し こ れが、株主価値市場主 義や 成果 主義と合体 し、現 場 の 個 々 の

社員 の 主体性 、 自立性 、思考力が奪 う結果にな っ て い る。MBO の 本来の 目的が忘れ られ 、組

織 目標の ブ レーク ダ ウン と進 捗管理 の た め の 業績管理 プ ロ セ ス の 面 の み が強調 され る よ う

な っ た 。 現場 で は、目標 管理 の 下、山 の よ うな仕事 に追 われ、疲れ果て て い る。 目の 前の

仕事 の処理 に追われて 、仕事の 意義や将来の 夢は 問題 に され な い 、考 えな い （考え られ な

い ）職場 が増え て い る。本質的な課題 へ の 思考は停止 し、自分の 責任範囲 とい う殻に 閉じ

こ も り、本音の 論議は起 きずに 、信頼関係 は薄 らぎ、日本的 コ ミュ ニ テ ィ は崩壊 して い る。

ま た 当事者意識 は薄 らい で ゆき、刹那 的な文化 が形 成され て い く。
つ ま りは企業や組織 の

現場 で は、次第に活力が 失われ て い る状況 に ある 。

5．2 情理

　 これに対 し て 、情理の フ レ
ー

ム ワ
ー

ク とは 、守破離に よる管理 で あ る 。 個人 が ビ ジ ョ ン 、

自分な りの 意味づ け、仕事で 目指 した い 夢、信念、問題 意識、価値観 を持 っ た状態、つ ま

りは 「自分は い っ た い 何を 目指 した い の か 」 と い う 「思い 」 を持 つ こ とか ら始まる 。

一
人

ひ と りの 「思い 」 を育み 、紡 ぎ、連鎖させ る こ とで 、働きが い の ある職場 の 構築を 目指す。

独立 し た個が互 い に協力 し合 い 、個人で は達成で きな い こ とを行 な うこ とに 組織 の 本来の

目的が あ る 。 ま た創造 し革新する の が人 間本来の 姿で ある。人間 の 人間た る所以は思 索を
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重ねなが ら進化する こ とで あ る。 し たが っ て 自分に 宿 っ た創 造性 を信 じた人 々 が最大 限の

貢献を しよ うと進ん で 努力す る中で 、人間本来の 使命が達成 され る。それ が 自己実現 であ

る 。
マ ネジメ ン トは個人 が も とも と備 え て い る創造性 を解 き放て るよ うに支援 しなければ

な らない 。職場 の 信頼 関係や長期 的な もの の 見 方、ゆ と りなどの 文化で あ り、幅広 い 経験

や 学習を しなが ら積み 重 ね を大 切にす るマ ネジ メ ン トス タイル や人 材育成で あ る 。
つ ま り

は伝統的な 日本的経営 の 「良 い 部分」 の 復活 を意味す る。

5．　3　Project　Dynamics　Management （PDM）

PDM は合理 と情理 の 統合 を目指す。つ ま りは PDCA と守破離 の 統合 の 概念で あ る 。 合理 と情

理 を常に相互参照 し表裏
一
体で運 用す る こ とで 、内外環境の 変化 に追随で きる部分 と全体

の 統合が 図れ る。これ に よ り、夢 の あ る ビ ジ ョ ン 構築と情熱に裏打ち された 目標設定及び

目標 へ の コ ミ ッ トメ ン トを獲得す る共に 、
一

人ひ とりの モ チ ベ ーシ ョ ン 向上 と仲問 との つ

なが りに よ る知 の 連鎖で 自己実現 を可能 にす る。組織に も個人に も受け入れやす い コ ン セ

プ トで ある と考 え る。ポ イ ン トは相互運 用す るた め の コ ラボ レーシ ョ ン メデ ィ ア の 開発で

あ るが、そ の詳細は次稿に 委ねた い 。

9 ，結論

　近年、日本企 業の 強み が揺 らぎ始め て い る。丁寧な モ ノづ く り、商品開発力 、生産 シ ス

テ ム 、サ
ービ ス の 質な ど、高い 競争力 を持 っ て い た もの が失 われ つ つ ある。そ の 原 因 は ど

こ に ある の で あろ うか ？　 日本文 化、日本企業の 強み を支え て きた 「守破離モ デル 」 の 喪

失に ある と考 える 。 欧米流 の 経営管理 を学び導入 して きた こ れ ま で の や り方 に は、得た も

の もあ るが失 っ た もの も大 きい
。 これをもう

一
度直視 し、振 り子 の バ ラ ン ス を取 り直 して 、

デ ュ ア ル モ
ー ドで更に高み を 目指す と い うの が先人 の 教えであ る 。 それ は 「PDCA と守破離」

の 統合モ デル で あ る Project　Dynamics　Management（PDM）がそ の方 向で ある と考える 。
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